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ヒ素を歯髄失活剤として最初に用いたのはSpO-

oner(1836年)とされるが,臨床家の間では未だ

に繁用されているという.現在医薬としての用途

は極端に狭はめられ 歯髄失活に用いるものも原

形質毒としての性質に依存しており,そのほかに

は特に優れているという根拠はない.

ヒ素には三価と五価があり,歯科に用いられる

のは三酸化ヒ素である.五価のヒ素は体内で三価

となって作用をあらわす.ヒ素は強力なmercap･

tide形成剤であるので,生体内のSH基と結合し

て,酵素を不活性化し細胞死を起す.中毒の際の

解毒にはSH基を有する化合物が有効であるが,

中でもBALがもっとも優れている.経口投与も

可能な他の薬剤もあるが効力はBALに劣る.

経口投与されたヒ素は大部分小腸で吸収され

る.投与量の約30%が吸収され48hr以内に大部

分尿中排推される.排他は概して遅い方で蓄積も

みられる.74Asを用いた実験によると肝,腎,節,

牌に集まり,脳では少ない.皮7,骨,歯,筋肉

にも蓄積され 爪,毛髪には6ケ月まで検出可能

という.

ヒ素は化学的に燐と析似し,歯質,骨質に何ら

かの影響を及ぼすとみられる.歯では琉球質より

象牙質に多量に沈着する.三酸化 ヒ素の1-5

mgをモルモットに20-30日間経口投与 した実

験では故郷質,象牙質には病理変化はなく,歯髄,

歯肉,歯根膜などに血管障害が認められた.小島

による妊娠中,晴乳期間,離乳期聞及びその後12

週にわたって最高10099m の濃度の飼料で親

ラット,仔ラットを飼育した結果,歯列,切歯の

発生に関しては特別の変化を認めずかえってヒ素

濃度の高い群の朗歯発生率を抑えたという.

●第8回,昭和48年9月訪日開催

昭和30年に粉乳中に多量のヒ素が混入しその

ため多数の乳幼児が中毒死するという事件が発生

した.そしてその後の追跡調査で成育後の知能の

発達遅延が注目されている.薬理学では一般に脳

一血液関門が存在し,ヒ素はそこを容易には通過

できず,脳にはあまり影響しないだろうというの

が普通の考え方であった.実際には少量ながら脳

にも移行するしさらに幼君ラットでは脳の発育を

抑えるとの報告もみられる｡

ヒ素は昔から耐性を生ずる物質として知られ

乃eudomonasではヒ素を含む培地で長 く培養す

るとヒ素の取 り込みが低下するという.動物の場

合でも経口投与したヒ素の腸管吸収が抑制され

吸収されたヒ素の排滑も促進されるという報告が

ある.

ヒ素は自然界に広く分布し,少量なら毎日摂取

している.海産物,殊にひじきには100j坤m を超

える量が含まれる｡生物体内でのヒ素の存在形式

は不明であるが,このよう71:ヒ素には毒性はない

との見解である.

ヒ素中毒の問題は安全性をテーマとする毒性学

の観点からの研究は今後の課題といえよう.
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